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平
安
期
に
、
唐
、
三
韓
が
渡
来
し
た
こ
ろ
、
雅
楽
の
楽
器
は
今
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
も
数
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
管

絃
の
合
奏
の
中
心
と
な
る
楽
器
は
、
一
般
的
に
三
管
、
三
鼓
、
両
絃

の
８
種
類
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
楽
器
で
は
、
笙し
ょ
う（
鳳
笙
）、
篳ひ
ち

篥り
き

、
龍
り
ゅ
う

笛て
き

（
横
笛
）、
ま
た
は
高こ

麗ま

笛ぶ
え

、
ま
た
は
神か
ぐ
ら楽
笛ぶ
え

。
弦
楽
器
で
は
、
琵び

琶わ

、
楽こ

箏と

、
ま
た
は
和わ

琴ご
ん

。
打
楽
器
で
は
、
鞨か
っ

鼓こ

、
楽
太
鼓
ま
た
は
大だ

太だ
い

鼓こ

、
鉦し
ょ
う
こ鼓
、
三さ
ん

ノの

鼓こ

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

琵
琶

篳
篥

　
三
ノ
鼓

太
鼓

西願寺お月見チャリティーコンサートにて篳篥
の演奏をする東儀秀樹氏

仏
教
と
雅
楽（
二
）

　
雅
楽
は
、
わ
が
国
で
も
っ
と
も
古
い
伝
統
を
も
つ
音
楽
で
、

仏
教
と
も
縁
が
深
く
古
来
よ
り
法
要
な
ど
で
も
演
奏
さ
れ
て
き

き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
西
願
寺
で
開
か
れ
た
お
月
見
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
さ
ん
の
演
奏
に
よ
る
笙
や
篳

篥
の
美
し
い
音
色
が
本
堂
に
響
き
ま
し
た
。

　
さ
ん
が
36
号（
春
彼
岸
号
）に
引
き
続
き
、仏
教
と
雅
楽（
二
）

と
な
る
今
回
は
、
雅
楽
で
使
用
さ
れ
る
楽
器
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
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た
竹
製
の
楽
器
で
、
直
径
が
２
㎝
弱
、
長
さ

が
18
㎝
ほ
ど
の
縦
笛
で
す
。
ま
た
、
指
孔
が

表
に
七
、
裏
に
二
つ
あ
り
ま
す
が
、
裏
の
一

つ
は
、「
亡
国
の
音
」
と
い
っ
て
古
く
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

人
の
声
を
模
し
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る

篳
篥
は
小
さ
な
楽
器
に
は
似
合
わ
な
い
ほ
ど

大
き
な
音
が
で
て
塩
梅
（
え
ん
ば
い
）
と
い

う
奏
法
が
特
製
で
音
の
移
り
変
わ
り
が
と
て

も
な
め
ら
か
に
行
え
、
雅
楽
の
中
で
は
、
そ

の
力
強
い
音
で
主
旋
律
を
受
け
持
ち
ま
す
。

　

龍
笛
は
、「
天
と
地
の
間
を
縦
横
無
尽
に

駆
け
巡
る
龍
」
を
表
し
ま
す
。

　

雅
楽
で
は
、
龍
笛
の
他
、
高
麗
笛
、
神
楽

笛
な
ど
の
笛
も
用
い
ら
れ
、
龍
笛
は
中
国
か

ら
渡
来
し
た
楽
器
で
龍
の
声
を
模
し
た
も
の

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

雅
楽
で
は
、

「
笙
」「
篳
篥
」

「
龍
笛
」
を
合

奏
す
る
こ
と
が

基
本
の
表
現
で
、

天
を
表
す
・
笙
、

大
地
の
音
・
篳

篥　

そ
の
二
つ

を
龍
（
龍
笛
）
が
結
ぶ
こ
と
で
音
楽
表
現
に

よ
り
宇
宙
を
作
り
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

雅
楽
に
ま
つ
わ
る
言
葉

　

打
ち
合
わ
せ　

管
楽
器
同
士
で
練
習
を
し

た
後
、
打
楽
器
を
交
え
て
、
最
終
的
な
リ
ハ

ー
サ
ル
を
し
た
こ
と
か
ら
。

　

呂ろ

律れ
つ　

古
く
は
「
り
ょ
う
り
つ
」
と
も
読

ん
だ
。
呂
と
律
は
雅
楽
に
お
け
る
曲
調
の
大

部
分
で
あ
り
、
呂
律
は
広
い
意
味
で
の
曲
の

調
子
を
意
味
し
ま
す
。

　

呂
と
律
の
音
の
調
子
が
合
わ
な
い
こ
と
を

「
呂
律
が
回
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と

が
一
般
に
も
広
ま
り
「
言
葉
が
は
っ
き
り
し

な
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

呂
旋
法
を
前
提
に
作
ら
れ
た
曲
を
律
旋
法

で
う
た
お
う
と
す
る
と
調
子
が
お
か
し
く
な

る
こ
と
か
ら
、
音
の
調
子
が
合
わ
な
い
（
転

じ
て
詠
唱
や
講
演
で
う
ま
く
言
葉
が
続
け
て

発
音
で
き
な
い
）
こ
と
を
「
呂
律
が
回
ら
な

い
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
天
か
ら
差
し
込
む
光
」

「
地
上
に
こ
だ
ま
す
る
人
々
の
声
」

「
天
と
地
の
間
を
縦
横
無
尽
に
駆
け
巡
る
龍
」

　

こ
の
三
つ
の
音
を
表
す
の
が
主
旋
律
を
担

う
笙
、
龍
笛
、
篳
篥
の
三
つ
の
管
楽
器
で
こ

れ
を
合
わ
せ
て
「
三
管
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
「
天
か
ら
差
し
込
む
光
」
を
表
す
笙
は
鳳

笙
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
姿
は
鳳
凰
が
羽
を
休

め
た
形
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
産
地
は
中
国
で
、
五
千
年
ほ
ど
の
歴
史

を
持
っ
て
お
り
現
在
、
わ
が
国
で
使
用
さ
れ

て
い
る
笙
は
、
唐
時
代
に
輸
入
さ
れ
、
そ
の

後
、
日
本
人
に
よ
っ
て
多
少
改
良
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
息
を
吸
っ
て
も
、
息
を
入

れ
て
も
同
じ
音
が
出
て
、
通
常
は
六
つ
の
音

を
出
す
が
、
単
音
で
音
を
出
す
こ
と
も
可
能

で
、
雅
楽
の
中
で
は
独
特
の
神
々
し
い
音
色

で
楽
曲
を
引
き
締
め
る
役
割
を
持
ち
日
本
の

音
楽
の
中
で
は
め
ず
ら
し
く
和
声
（
ハ
ー
モ

ニ
ー
）
を
醸
成
す
る
楽
器
で
す
。

　
「
地
上
に
こ
だ
ま
す
る
人
々
の
声
」
を
表

す
と
い
わ
れ
る
篳
篥
も
、
中
国
か
ら
渡
来
し

笙

竜笛
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1133年（長承2） 
美作国久米南条稲岡（岡山・久米南町）に生まれる

1141年（永治元） ９歳 
父の死去を機に、菩提寺（岡山・奈義町）の観覚の弟子になる

1145年（久安元） 13歳 
比叡山（滋賀・大津市）に登る

1150年（久安6） 18歳 
西塔黒谷の叡空に師事し、法然房源空の名を授かる 
保元の乱がおこる

1159年（平治元） 27歳 
平治の乱がおこる

1175年（承安5） 43歳 
浄土宗を開宗。東山吉水（京都・東山区）などに 
庵を結ぶ

1189年（文治5） 57歳 
摂政九条兼実に授戒する

1190年（建久元）58歳  
東大寺で「浄土三部経」を講ずる

1192年（建久3） 
源頼朝が征夷大将軍となる

1198年（建久9） 66歳 
『選択本願念仏集』を撰述する

1201年（建仁元） 69歳 
親鸞が法然に入門

1207年（建永2） 75歳 
専修念仏停止の院宣により、四国に流罪となる（建永の法難）

1211年（建暦元） 79歳 
赦免され、東山大谷の禅房に入る

1212年（建暦2） 80歳 
源智に「一枚起請文」を授け、京都吉水で入寂

シ
リ
ー
ズ
浄
土
宗

−法然上人のあゆみ−

法然上人
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弔
辞
は
、
遺
族
か
ら
故
人
と
親
し
か
っ
た

方
に
依
頼
さ
れ
、
葬
儀
・
告
別
式
な
ど
で
読

ま
れ
る
故
人
へ
の
哀
悼
の
意
と
遺
族
へ
の
お

悔
や
み
の
気
持
ち
を
伝
え
る
手
紙
で
す
。

弔
辞
を
依
頼
さ
れ
た
ら
？

　

弔
辞
を
頼
ま
れ
た
場
合
は
、
よ
ほ
ど
の
事

情
が
な
い
限
り
快
く
引
き
受
け
る
の
が
マ
ナ

ー
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
故
人
の
私
的
な
一
面

や
人
柄
が
偲
ば
れ
る
話
し
を
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

弔
辞
の
表
現

　
「
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」

「
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」「
天
国
に
召
さ

れ
た
」…
な
ど
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
あ

る
い
は
使
っ
た
こ
と
の
あ
る
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
決
ま
り
文
句
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
あ
る
弔
辞
の
言
葉
で
す
が
、
そ
の

中
に
は
仏
教
で
の
葬
儀
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
天
国
に
…
と
い
う
表
現
は
キ
リ

ス
ト
教
で
使
わ
れ
、
仏
教
で
用
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

心
に
響
く
弔
電

　

親
し
い
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
通
夜

や
葬
儀
に
参
列
し
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
も
参
列
で
き
な
い
と
き
、
心
の
こ

も
っ
た
弔
電
は
遺
族
の
心
を
慰
め
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
弔
電
の
受
付
は
、
電
話
だ
け
で
な

く
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
手

軽
に
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
豊
富
に

あ
る
定
型
文
も
便
利
で
す
が
、
故
人
へ
の
想

い
を
伝
え
た
い
場
合
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文

章
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

弔
電
作
成
で
は
、
故

人
に
語
り
か
け
る
弔
辞

と
は
違
い
、
ご
遺
族
に

宛
て
た
文
章
な
の
で
悲

し
み
の
中
に
あ
る
遺
族

を
思
い
や
る
気
持
ち
で

作
成
す
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。

弔
辞
の
言
葉

○○市△△町1丁目×番□号○野△美様

浄
土
宗
実
践
教
室

暮らしの中の

仏教語

　私たちが日常に使われる言葉には仏教語があふれていま
す。「差別」もその一つ。皆さんは、「差別」という言葉にど
のような意味を頭に思い浮かべますか？　辞書などによる
と、「ある基準に基づいて、差をつけて区別すること。扱い
に違いをつけること。」や「偏見や先入観などをもとに、特
定の人々に対して不利益・不平等な扱いをすること。」など
と書かれています。私たちが生活の中で聞く「差別」の言葉
にはあまりいい意味では聞こえてきません。しかし、仏教で
は「しゃべつ」と読み、平等に対してそれぞれの物が異なる
独自の姿で存在するということを表しているのだとか。

「差別」【差別】
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日時／毎月25日　18時より
場所／西願寺本堂
■参加申込について
事前にご連絡をお願い
致します。
当日でも大丈夫です。
お気軽にご参加くだ
さい。
※当日灯明料をご奉納願います。

■本堂前にある水鉢はなぜ？■
　西願寺や他の寺社など、本堂前に大きな
水鉢が備えられているところがあります。
天水鉢や天水桶などと呼ばれ、雨水を蓄え
て置くものです。
　その昔、江戸には火事が多く明暦３年、
明和９年、文化３年に起こった江戸３大火
を含め80を超える大火があったと言われて
います。その対策の一つとして江戸幕府が、
江戸の町中の各戸の軒先に天水桶を設置す
るようにお触れが
出され、その後、
寺社の天水鉢は、
江 戸 時 代 中 期 以
降、江戸周辺の寺
社 へ の 主 要 な 奉
納・奉献物となっ
たそうです。

西願寺別時念佛会のご案内

お月見コンサート・別時念佛会の
お申込・お問合せ

西願寺

TEL. 048-925-1723
FAX. 048-925-1789

■第十回 十三夜お月見コンサートのご案内■
　西願寺お月見コンサートは初開催から今年で十年を迎えます。東日本大震災をきっ
かけに二回目以降はチャリティーコンサートとして、毎年、様々な趣向で西願寺本堂
にて開催されてきました。今回は、姉妹で数々の賞を受賞
している、津軽三味線演奏家の北村姉妹による民謡にオリ
ジナルのアレンジを加えた曲など息の合った演奏をお楽し
みください。

日　時／ 
　令和元年10月11日（金） 
　18時受付
場　所／西願寺本堂
参加費／1,000円
皆さまお誘い合わせの上お気軽にご参加ください。

◆北村姉妹　（姉・まおさん、妹・みりさん）
幼少より父、北村正貴氏の元、数々の津軽三味線の大会にて優秀な成績をおさめ、正統津軽三味線
の研鑽を積む傍ら、古くから伝わる民謡にアレンジを加え、息のあった三味線を奏でる唯一無二の
姉妹ユニット。最近では、和洋楽器の融合したバンドの活動や、海外からの演奏依頼、任天堂
webCMの主演に起用されるなど幅広く活躍中。

西願寺天水鉢（桶）
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■
お
便
り
募
集
■

編
集
部
で
は
皆
さ
ま
か
ら
の
お
便
り
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
仏
事
の
疑
問
や

悩
み
ご
と
、
身
近
な
で
き
ご
と
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
、
川
柳
な
ど
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
イ
オ
株
式
会
社

　

西
願
寺
・
彩
の
都
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
通
信
「
さ
ん
が
」
編
集
部

　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
四
‐
七
‐
十
一 

カ
ク
タ
ス
飯
田
橋
ビ
ル
７
Ｆ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
２
６
５
）
１
３
９
２　

M
ail

：info@
io-co.net

■
次
号
予
告

次
号
は
令
和
元
年
十
二
月
発
行
予
定
の
「
新
年
号
」
で
す
。

掲 示 板

●秋彼岸会
　９月20日（金）〜９月26日（木）
●葬祭フェア開催
　９月21日（土）22日（日）
　場所…彩の都 あすま会館
当日は、会場で祭壇等の展示をし葬
儀についてのご相談やご質問をお受
けいたします。お気軽にお越しくだ
さい。

葬祭フェアについての
お問合せ（彩の都 あすま会館）

TEL. 048-921-4194

彩の都メモリアルパーク

永代供養墓「華苑」
永代供養塔「光明苑」のご案内
　彩の都メモリアルパークでは永代供養墓

「華苑」、永代供養搭「光明苑」をご案内して
おります。お墓の後継ぎのいない方や、これ
からのご自身のお墓に不安を抱えていらっし
ゃる方など。さまざまな方にご好評頂いてお
ります。
　詳しくは、彩の都メモリアルパーク管理事
務所までお気軽にお問合せください。

（TEL.048-921-4194）

彩の都メモリアルパーク

秋の合同彼岸会法要
日時　9月23日（月）
場所　彩の都 あすま会館 2階
時間　10時〜
彩の都メモリアルパークでは、上記日程で秋の彼
岸会合同法要をお勤めします。是非、ご参列くだ
さいますようお願い申し上げます。

永代供養塔「光明苑」

永代供養墓「華苑」



◆
編
集
後
記
◆

　

今
号
で
は
、
法
然
上
人
の
あ
ゆ
み
と
し
て
年
表
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
て
つ
く
づ
く
思
う
の
が
、
法
然
上
人
は
、

戦
乱
の
中
に
生
き
た
人
物
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
動

乱
、
混
迷
の
世
の
中
に
傷
つ
い
た
人
々
を
救
済
す
る
た
め
に
法

然
上
人
が
確
立
し
た
専
修
念
仏
の
教
え
が
広
ま
っ
て
い
く
理
由

も
う
な
ず
け
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
「
さ
ん
が
」
は
秋
の
お
彼
岸
号
。
秋
と
言
え
ば

中
秋
の
名
月
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
月
の
美
し
い
季
節
で
す
ね
。

十
五
夜
に
つ
い
で
美
し
い
月
と
さ
れ
る
の
が
十
三
夜
で
旧
暦
の

9
月
13
日
の
夜
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。「
後
の
月
」「
栗
名
月
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
宮
中
で
は
古
く
か
ら
宴
を
催
す
な
ど
月
を

鑑
賞
す
る
風
習
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
の
十
三
夜
は
10
月

11
日
。
そ
う
で
す
！　

西
願
寺
の
十
三
夜
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

の
日
で
す
。
西
願
寺
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
帰
り
道
に

秋
の
夜
空
を
見
上
げ
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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西
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都
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モ
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ア
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信

「
さ
ん
が
」
編
集
部

西願寺ホームページ http://www.saiganji.jp


